ツシマヤマネコ田んぼ再生研修 ご案内
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写真：環境省対馬野生生物保護センターご提供　

長崎県対馬のみに生息するツシマヤマネコ。今では個体数が１００頭を下回る状況だとか。現地で保護活動を展開している方たちとの交流と放棄水田の修復作業を通して、自然再生のあり方について考えてみませんか。

主催：自然再生学会

協力：対馬市島おこし協働隊
　　　　　　　　　　　　　　　
日時：２０１２年１１月１７日（土）、１８日（日）

集合時間：１１月１６日（金）　２１：３０

集合場所：博多埠頭第２ターミナル（詳細裏面）

研修費：￥１５,０００.-　(消費税込)　

定員：１０名　(申込み順)

注：往路の船代及び対馬内の移動宿泊費を含みます。

　　　　　　　　（復路の交通費等は含みません。）
連絡先：自然再生学会　担当：太田　TEL:090-3872-8893       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 E-mail:ohta@teijyuen.com　　　　　　　 
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集合場所交通案内

博多駅から西鉄バス利用の場合
博多駅センタービル前 E のりばから博多ふ頭行き 
99番のバスで終点下車
天神から徒歩15分
天神から西鉄バス利用の場合天神ソラリアステージ前(2)のりば
又は天神北(3)のりばから「博多ふ頭」行き 90番のバスで終点下車。
 

研修行程

１６日（金）
博多埠頭第２ターミナル２２：３０－（九州郵船フェリー）―　４：２０対馬比田勝港

１７日（土）
（午前）　対馬比田勝港７：００（下船）
比田勝港→韓国展望（千俵蒔山「異国の見える丘展望台」）→対馬野生生物保護センター
（レンジャー解説）→ツシマヤマネコ保護区（地元方の解説）→ヤマネコ米生産地見学（昼食）
（午後）　対馬市上県町志多留地区の放棄水田の修復作業

　　　　　講師：養父志乃夫（自然再生学会会長・和歌山大学システム工学部教授）
（宿泊・地元の方との懇親会）　志多留地区（調整中）　

１８日（日）
（午前）　対馬を上島（北部）から下島（南部）へ縦断し、名所を巡ります。
１２：００頃厳原港で解散
帰路の交通（参考）
厳原港１３：００－（九州郵船ジェットフォイル）―１５：１５博多港　料金６，４６０円

厳原港１５：２５－（九州郵船フェリー）―２０：１０博多港　料金３，８６０円

